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昭和38年4月1日から

昭和39年3月31日まで

まえがさ一四成地域の日雇労勝者の範労様式は､集団的に見るとき､およそ3つのグ･,-プを

形成している･その第1 I'i､大阪柘師部野公共職業安定所西成労的出所に失対登環､あるいは民間雇

用として､職業紹介を受けるもの､その教は約4･500名といわれ　このうら西成区内に住むもの.･&.

およそ35)の2､大都鉦ま失対手帳の所持者である｡比較的酎聡層の男子,婦人が多く､全体とし

ての流れは停滞的と見られる〇第2のターン-プは､当センターを通じ就労する労幼者<･.その教主産

業界の好･不況､季節､天候等によって大きな増減をするが､大体2,000名-4,000名を上下する｡単

身の青年層から中輔の男子が庄園的で移動がはげしく､多/-JTこ流動的である｡これを啓蒙､援助

して､正視の'シートである公共の識業安定撲関に登録させるのかセ/クーの立前でもある｡第3のグ

//-ブ郎斤2者に属せず､トビ職､大工､左宮､星根室など､一定の特技を持ち､西成警察署の証の

大通りから箆町一帯にかけて､個人的に求人者と話し合い､仕組こつくものである,その数.･aあさら

かでないが､およそl･000名+.500名とされ､これも単身者で流動のはげしい鵜Ii^ロと見られる｡

これらの労務者の居住は､その大部+,,i･･いわゆる簡易宿所(･rl･)に1日かん定で和白するの

で月にまとまると､公共のアノ､一卜の月極めよ点i･可なりの割り高となるところが社会問題とな

る.

以下､本文に記する短･'-ち-ぞJLのi'漂-ま､すなわち上記の第2グ'･,-プに限るものである｡

I　就労あっせんの事業

1･当セ/クー0)彫紹介一三､求人がbと求職がわの双方が自由に話し合いできめる､相互選択方

式のi蹄あー､せんである〇本事業は醗836年9親日から､大阪府耕3駒西成T.室が実施していたも

のを､ 37宜0月1日､シター成立と同時に受けつぎ､現在､船jあっせん業務は西成区東田東町の

平野一度碕線が東西一二遣る､約20米×300米の空地で､毎日-T一面5馳571から8時まで.夜勤紀,JJ,は

午後3時-5時まで受け帥ナるもの.:･･集計はこの時限を中心としてまとめたものである｡

2･本中空(38鮎月1日-39年3月31日)の船j･ (あ,せ^)教法､第1表のように537.495名

であって､湘受(3洋4月1日-38年3月31日)の同期に比すれば178,337名の増加となっている｡

36年9月1日ti''設以来の累計t･=･1,061･381名にのぼっているっ本年度のl日単位あたりの就労数は､日

雇の性能を姉三に示して､その盟減は激しく､最大i･..･8月20日の2,560名､最小は(38伍2月31日の

139名､ 39年正月元旦の0名､ 2日の69名､ 3日の45名を除いて)､ 5別1日(雨天)の248名であっ

たっ(註-年末I鮎こ日本の仝載場･jt'休業するのは関知のことである.なお12月31日早朝iには､現場

で若干の騒ぎがあ　た)月別の最高.･C'･10月の53･741名(1日平均1,733名主年間通じての1日平均は

1,493名であ‥た⊃

3･就労先の業種捕ま､大別して同港湾(本給･沿岸)､日運輸､困建設(土木･建築)､

(ニ)製造､その他であるっ

求人数(業者)と求職数/労抵渚)は､平常の場合､正比例して増減する.夏季から秋には冬季に

比して求人数も多く､求識者も(･ ,とふえる言月から3月まで.Lま毎,T双方とも減少する｡賜るのは

雨の日で･求人･求職ともにその抱JLI数は減少するが､求人数が激減するのに､求職数が相対的に減

少しないとき､アンバランスの匪難が生ずる⊃ (38年5月lTE]午後i酌ゝら夜にかけ1. -前号鴎者

の騒ぎは､ 3日つづいた雨の日の窓天の合い間におこ　た)
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4未拐(あ-)の数は正確につかむこと-莱-毎朝干i部時を雛として､その醍

数掴.)出しているのか､第1表腔示すように､鋼126･150名､仝-者の19,50,となっている｡

月平軌0,313名､ 1日平現地名である｡

し札､この数の中には､はじめから紛する意思の-の､鞍は､今朝まで*-/I,･ナイト

で軌､て来て､今日離む予定のbo,､仕-賃金-わTj･Y･で見送ったもの､これ抑えて､のっ

けからの踊ゝし､労鱒欲真実者､ --者､性--など､一応擦ってくる｡ここにこの

蝦のi~祷-｣がはっき｡現われてお｡､時たま-あるが､求人数-轍を上廻るのに､あぶ

れの形態としての残- (これを未籾と云えるか､どう" ,3,･9数のころとし､う珍親を生ずるこ

とがある⊃

5･ A,jJ賃金についで諦2表で示す｡これを月-均で見ると､その軸には多少のジグ労烏‥

ある星38碑頼-大-00刷上に上昇した一二でも求人数の-と賃金の弛,･iE比,,51

する雄一搬同一であるが､ 3-月以降賃金,i･･弛-､て上昇した-とし1.,&､第1に､全鎚猷=

胸幅刷戟きれたこと､第2yri､センターの-こ求人数碓加して来,･=こと､第3は､蝦業

者淵定賃金--て､これの-を受けJ+==と塁であろうo -9月と38,LT12月とでは､後者が

1222'uT)高賃金と定一｢ている｡

6‥]踊問-霞によ-､て多少-するが､木船･精のいわゆる港矧系{-.定時は昼間8時

閏､ TrfL,i･.'こ譲腫ら重朝7時まで､ - , I -r川･j:T-17硝時から-の苗7時まで嫡航

I-- -+/_1>

39T l巳- - / ･ナイトの-i-,#=･.Lrま2,328rjであら3持9月当時の1･915rjよ｡413円の上昇を示

して､ろこし乱､この上昇--こし,･=!,J･･-｢,･=aI増し方式で算定すると､夜勤も仁/ ･ナイ

ト河ニjT,-華賃金).ようであるっこ,ill-一･J･=算定方法､つまノ定時ユ禍--′ノ･7-川38

:i鞘校)と小一,た/蔦方式の算定方法をと-,ているよう.:ii定さ,i･,る｡

7･第1萎i二期し,-=業酬(産業･-I")の-を示すと次の通りであるっ

上　港　　湾i/本船･沿岸)

極-ウインチマン､デッキマン､-士(雑貨､スプラッズ腕､巻数､プノス､セメン

ト､嚢荻､ブイ-穀､鉱石､袋物､綿実､グライ粉､クー/ク､キンソぺ磐石等)

(平仲士)､神士(チッチ､肩､倉常等)､雑役

b　運　　　輸

迂素手､自動軸手､自動車上乗作業員､貨物軸作業員､勤王(倉ii･)等

C　違　　設i土木･建築)

土木-=ノ-一卜打､親方､町墨､整地､描､一眼､雑役

定業-大工､善(重･牽) ､左-i･tl･石工､レン媚工､ -,I,1,ノ:l･I､梗-､電気工､記紀､

三菱工､綾工言三つ-､鉄筋工､鉄需工､観運転手､ -it詣工､建具工､防水工､ラス
~二一人凄下地工等､およCL･それらの各種手元｡

d　製造その他

搬-勧請除､のろ出し､工員手元､レンガ手元､製材幾枚等

･縞(主として麦の大諦除の噂の)

8　38年要の削,,.一年を〕虹､ 537･495名が-し,-=賃令嬢怒ま､ 602,232,079的巨額に達し､そ

･jT一扶1日l fL-川2胴強となるっこ,.大約姉西-1に消費ざ(.･aこと､社会-経済的,二

見~こも､大き告一宮-r･-であることに注目する･-.･aる走ろう･ (霜､この累=+-tLa前述し議

2グrr,-フJ一二iナ:)Iiのである｡第1､第2､第3グ/-ブを合字,,=･.一割,,賃金の続出ま､おそらく癖

2グ',-フj)3 1'.I-I-･見込S_･r,ら,･=ろう)
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Ⅱ　職業･生活相談の事業

相談業務はセンターの生活職業相談部をはじめ草生部､職業籍介部ともこれに応接しているので､

相談事頁は多種多様にわたっているが､第3表の統計.'aこれをまとめ,tものである｡ただし､蛾貝が

個人的に親しくなり､話合った､いわゆるミっきあい相談ミやミ路上相談ミなどは含まれず､統訂数

字はケースレコードに取上げたものについてしか現れていか,｡酸員が実際ことり扱った数字くま､琉

訂数字に5を乗じた数が近いと判断される｡

統計上､相談内容が一応Ⅶ項目に寿げて分類されているが､実際問題としてくま､熊業と事故や家庭､

不満陳情と救護というように関連あるものが殆んとである-.個別的にその実情と結果の比重など考慮

して分類したものである｡なお､この相談は労擬音からもちこまれたものたけで､雇用主､関係機関

その他労働者以外の個人(ただし尋ね人は別とする)からの相談はいっさい触れていない｡

A.相　談　内　容

l･職業相談の多くは｢いい仕事は,ないか_　という求職相談である｡いい仕事の基準は賃金が高い

こと､仕事が容易なことを指している｡ ｢常用になりたい.._i i-規正の蟻場を変えたい｡｣のほか｢職

業の訓練を受けたい｡｣などをある｡考えさせられることは｢吐三河ま何てもよい.暴力がなく､賃金

の支払いが求人条件どおりてあれば'安くてもよい｡｣とl一うケースもか,'=りあることである.厚生蔀

の扱うケースはちょっと違って｢乱暴だ夫から連写,tいのて､屠所を知られないように蝦を見つけて

欲しい｡_という妻､西成警察署悌犯コーナーや､大阪市主要挺会鮭帝人相談員から､ホット出の乗

阪音や病気あがりの音の組ノリ相談もある｡

2. g''故相談のうち､賃金未払いや賃金･ノj'._:基暗詞,i-中二､にした求人条件違更に関するもの.'i､大

部分ミ住込飯場､て惹起されたちのてある. J'_=<Jう賃金未払いの金額点景宜100円から最高30,000円位

である｡

労災に関する相談は手続きについての質問､雇い主が労災を適用してくれない場合の相談､休業補

償費が支払われるまでのたて代えに関する相談､その外Jj:災にかかィているうちに､持病が研究した

時の治療費はどうしたらいいか､現在入院中の病院から他に転読したい､けんかや交通事故で怪我し

たがパトカーは1回きりの治療,だから､あとはどうしたらいいか,など､雑多である..

3　表第Ⅲ項の身上･家庭相談のうちの生活に関する相談は､いbゆるあぶれまたは病気､怪我の

ため収入が得られず､飯代､トで賃(宿泊代)を貸してくれというケースが多い｡住込飯場や(.i_I,令,I

行くための交通費を都合して欲しいというケースもかなりあり､家庭の問題､生活設計については､

送金を郷里に依頼したいのや､離婚､復縁､出産などにからまる困難なケースがよく厚生蔀にもちこ

まれる｡

多くの相談者に接し､多かれ少かれ個人的･社会的問題､生理的問題がからみ合っていることから

みて､個人に､家族に何らかのひずみがあると思われる言Itって相談内容の深部を把握し､働くこと

を中心にした生活設計についてケース･ワーク･サービスを機会あることに系統的に行うことが必要

であり､努力はしているが､職員の絶対数不足のため､この分野は最も遅れている｡

4･不満陳情て､厚生部のあっかいでは､医療と裾白に関することが多く.その結末は11項の政談

＼ li ､

甜菜･生活の相談
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に移行される｡職業詔介乱二第ち込まれるのは､具医的事実にもとすくものの外患､一朗7,3,4働条件

だとか､日雇仕事とIi込飯場の剣吉について閏題を出し､社会またはセンターに対すうま兄を強調す

る場合も多い｡戦場における暴ブ増題のきゅう曽こ.'三拝に薬が入り､センターに対する注文､苦牌も

相当数にのぼっている⊃

5･尋ね人相談は､ここの労働者でなく､逆にその身内の者がミ子､美､親ミをさかしに依頼する

ケースで､時たま近蒔県警察からの問い合せlこも接する｡

6･救護は､第I安から爪項の相談結果に関連して､辞自施設に世話した･Lj､食1･.1℃やfj..ぎの交通

費･などを立てIt''･_た件数であり､ごくまれ<･iまあるが､未成年者の保護もある｡

7･その他は､ -:ンクー発行の求職登寅の指導､泥酔者の世話､パト/仁一えの緊説く頼､その他前

境目に人らJjL,ものすべての事項を含んている,

且　畦E
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8･相談件数の多いのは､年末､年始､雨かつづいた時など､当然のことだが､住込飯場の勘定日

である月の中原と月末もその傾向がある｡賃金未払の80%は住込飯場にかかわるもので､このうち未

解決のままコケソキになっているのか10件はとある｡反対に喜ばしいことは､現金仕事(日雇)で､

賃金不払のケースが漸減して来たことである｡もう一つ､ 91一勝災害の場合､労災法によれば､休業補

償の立て代えの義務は､その雇用主にないのであるが､日雇労勘考のその日暮しの実情から､立て代

え依頼の質問が多く､雇用主もこれをなっとくして､その立て代えに応ずる傾向になって来た｡

B.相談の処理経過

1　職業相談は一般日雇労働の希望であれば､朝の就労あっせんに廻す｡自動車運転手､左官､大

工､風呂たき等々希望があるもの淀､センターで受けつけた求人台帳と照合して鮭介している｡

2･労駒者に常用に行く希望があり､雇用主もこれを承諾すれば､これを促進させる主旨で､常用

化仕度金の貸付と同援助金の贈給をし､常用化をはかっていろ｡また､同一軒楽所に住込みあるいは

通勤(直行)する就労者には､それに応じた話し合いと指導をして､定職化をはかり､西成地域から

転居することを課題としている.

3･事故(労賃不払､労災)の完全処理は非常に困難な事情が多い｡事故を起すケースに限って､

多くはセンターのあー,せんを通じないで就労したもので､とうにもならなくなってから｢なんとかせ

イ｣とがなりこむ式のものが多い｡それも労観音の訴えが具体的事実をはっきりとらえていなこと-

就労現場の専務所や責橿者の名は勿論のこと､その住所も電話番号も知らず､ただ交通機関の下車し

た駅名'だけを覚えている,たけでは､これを探すだけでも一苦労ところではない｡それに奈良､和歌山

京都など近楢県で半年も前こ起ったことを､無原則的に持ちこまれたり､ぐでんぐでんに酔っぱらっ

て整然を欠く時は､係員も全くお手上げの状態となる｡

4･事故処理は､まず労務者の主語と意見とを聞いた上､その同意を求め､第一段階では直轄雇入

れの事業所に交渉し､これで処理不可能と擁断すれば､元請事業所,こ連絡して鴎カを依頼し､問題に

よっでま管轄の労駒基準監督署に裁断を依頼する｡処理は1回の連絡で完結するのは少く､ 1カ月位

から長いので1年以上かかっているケースもある.

労　働者　と病気

済生会今宮診療所長本田良寛氏や､西成警察署防犯課藤原保安係長､同相木民らの語るところによ

れば､西成地域の労務者の病気に.'ま結核と性病が多く､それに今まであまり気付,かれずにいたが､精

神病(的)患者も相当あり､特にアノ/中的清祥異状者が多いのには一驚を嘆するといっている｡余談

になるが､同保安課が38年12月のたった1カ月間に取扱った行路病人は129名に達し､年間には1.000

名をこすということであり､またこれは警察の保安課として取扱いの可否は別として､出産も月に5

件平均の処置はするとうことであり､ここにもこの迎接の酷しい現実がもたらす特殊性が反映してい

るわけである｡

日間蝿

Ⅲ　医療と相談の事業

l･センターに看護婦1名,が常重し､月､土曜の両日午後には､済生会今富診藻所を通じ､阪大病

院の常俊､小沢両氏ほか医員が交互に来所し､健康の萎断と指導を行うほか､軽敬な外傷や疾病の手

当をほどこし､詳細な診察と指導をと要とする害者くま､前記今宮診療所(所長･木田良寛氏)におく

って､軽費診療(多くの場合無料)をうげろ様にしている｡ 38年8月から､労務者に請合いいように

午前5時4551に始まる就労現場のパス内でも手当を開始して喜ばれており､同月以降は2カ所での統

計になっている｡

2.第4表で見る様に､筋肉労鵠こ終始する労務者として､外科手当が可なり多いのは､うなずか

れることであり､その多くは世事現場で譲退場や打撲それに切傷をうけてる､大きな負傷でないかぎ

医療　と　相談

(井4哀) 
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り仕事を続けて帰ってからか､あるい肢2､ 3日してから手当を求めにくる者が多い｡それに喧嘩や

よっはらっての上の怪我がかなりあり(1日3件～5件位) ､他所で一ま見られない風景である｡さら

に奇異なのは､縫合した後の抜糸を求める者の多いことである.これはおそらく病院で治癒をうけた

が､医師の指示通り治療に行かす早くきりあげること､またパトカーなどて病院へ送致された者も治

療はその時1回きりで､放置したままその始末を求めてくることなどが理由にあげられる｡しかし頑

健なせいか､外銭の治効よおとろくほど早く､ ｢キズロをきれいにしておかんとあかんよIと注意し

ても､ ｢たいじょうぶ､酒のんでるけん､化暖なんかせん｣と平気で､しかもすぼらしい快癒ぶりを

示しているのか普通である｡

内科では消化器疾患が圧倒的で､全体の70,05の見通しである. 1例をあげると､ 38年10月､患者総

数717名の内､胃腸疾患279名､感冒124名となっている｡胃腸を悪くするのくま､生活の不節鮒こ加え

て､食事の不規則と飲酒が悪結環することであろう｡ある労働者は)~ものすごくいたむねん｣といい

ながら､酒をl升も飲んでいたみを一時的に昧痺させ､さらに病勢を悪化させるっそうした患者に敬

治療以商のものが必要である｡

消化器以外では､季節的な感冒をのぞけば､胸部疾患や性病など､一般地域ではすでに減少したも

のがかなりの比重をもち､ここにも社会生活の援進性があらわれている｡ついてに､ここでま一般常

識的治療を説いても無駄に近いことの一例として､ -医師が｢これくらいの病気なら栄養をとって蜜

ていればなおるよ｣と云うと､労務者は｢あの医者､十プや,わしろ､ねてたら､ひあがるわ｣とい

うことを参考に資する｡

3.表中のⅢミ医療紹介ミ憲､診察と冶擬を要するものとして､前記今宮診療所におくった数であ

り､パトカーや救急車技頬は昨年度より少しふえた｡健康相談は鯉康診断に改め､医rmこよる検診と

指導を行い効果をあげている｡大洗相談については､四月以降今宮診療所で世話してもらう様になっ

たので､なくな,たっ妻には現われていないが､石と米から油痛をうったえる者が相当あるので､特定

の噛科医rHliに依頼することがきまり､ 39年3月から歯討治療も開始するはこびになった｡

労働　者　と　採　血

こ捕ま社会問題として関1､をもたれているところ,当センターでも阪大病琵常竣医師が調査を試み

た集計が次の通り.である｡短期間で調査人数も少いが､その実情の一説をうかがうことが出来る｡ 38

年6月から9月まで､ 157名の健康診断を求めてきた労務者を対象としたもので､このうち採血の経

験がないもの67名､したことがあるもの72名､不明18名を除けば半数以上が採血者となっている｡採

血した者の内l時々する｣が52名､月1回が12名､ 2回以上が8名｡年令満からいえば､ 25オー29才

が20名､ 20才～24オまでが16名､ 30才-34才が15名､ 35オー39才が11名､ 40才以上は9名となってい

る｡

調査と同時に鍵康診断も行い､色々な病状が指摘され､そのすべてが採血と関連あるものと即断す

ることは無理であるとしても､比較的若い20オー40才の間に｢疲れやすい｣とか｢自主いがするj者

がかなりあったことは､採血の影響と判断される.

1回の採血料溜まは400cc(ほほ牛乳2本f))で､売血料は1.0001⊃i (大阪)が相場ということであ

り､ ,Jjlm者の売血がアプレの多い雨の日に多いことは周知の通りである｡

9　悶鴫

くl

Ⅳ　求職の登録2,170名

38年6月1日から求識登録を始めたo弼ナ業務の性格として､労務者の実態を把握しなければなら

か,のは当然のことであるのに､この実施が伸びていたのは､ここに集まる労務者の特殊性を考慮し

てのことであったが､ (1圧ンクーと労務者の連絡を密にする必要があること｡ (ZIセンターの医療

その他厚生機関を労務着弾胴するのに便宜をはかることC (3)労務者に不慮の事故が発生した場合

その姓名､本籍､現在所､連絡人等を記録しておく必要があること､などの諸点について労務者によ

ぴかけ､他方ゆくゆくはとンクーの労務者にも､日雇労嘲者娃康探険や同失業保険など社会保障を通

用せしめるための墓姪資料をうるためこれを行なったのである｡

求職登録票の形式三m登録年月日(2)整理番号i31氏名(I)男女別(5.1年令､生年月日(6)

現住所(7I本籍(sl家族　r9連絡先(10前識　恥希望殿寵(121写真(13)その他というように

簡単なものであるが､過去の米屋をZ.ブーとする彼らに以上のことを書いてもらうだけでも大変むつ

かしいものと予思された｡それこ一番1､配されたことは､写真をとろということであった｡

いよいよ6月1日から登録を始めるという段階になり,､よくて500人､悪ければ200-300人位でス

トップするので1.i.か,かというのが予想であーた｡ところが､反対に登録労務者は日に日iこ培えてい

き､ 6月3日に100番､ 6月5日に500番､ 6月17日に1,000番､登録開始後2カ月たった7月31日に

l'500番になり､ 11月23日に大きな目標とした2,000番に適した｡ 3月10日現在で2,170番､登録者の

多かったのは､これを始めてから7月中頭までと､年末友の会(別項貯金制度)の受付をはじめた10

月であ〔た｡

登録にさらしでまなんの輔員).なく､本人の目盛意圭にまかせたが､現在カーL･をもっているから

とい-て特'T71の配慮がか､にもか,'J･めらず､予想もき'+..J=かったほと多数登録があったことは､労務

者の万にもある一定のよりところとい-たようなもの､これを裏返せ.･ま不平のぶちまけところ,が,必要

であることをもの語→ているようである｡セン,I,｣の登録カードで質勘当言用して金を貸してくれた

とか､交通違反の時大目に見てくれたとかいろいろとおもしろい話もあったか､ 1日も早くカードが

10023'証明書としての価値をi,つように努力しなければならない｡

この登録にもとすき､ I,992名(記載のない項目があるので､各統計の合計は,必らずしもこれと一

致し掠､)の分を集計した資料は下記の通りである｡

1･本籍ないし連絡先として記載きれた風ま､近畿以西から､九州､四国が正副的に多く､関東､

東北､北海道!ま合せてわずかに10･33,'にすぎず､あとの90ク;近くは､無回答の7.7%を入れて､ほと

んど中部以西とた-ている｡なかでt,九州出身者,tLf多いことがはっきりしているっ

なお1,992名中､女子-;また-た2名で､あとは全部男子､ここにも国営の労JBi郎長所+.rまかなり多

数の女子が登録されているのと対照して､センターの特徴がある｡ 2名の女子は､ 45才と22才で､い

ずれも飯場へ炊事婦として就労するさい登録したものである｡

2･年令構蚊では､ 20才未満46名(2.40,I) 21才～25才292名(15,02,:) ､ 26才～30才483名(21.9

%) ､ 31才一35才486名(25.lf,9) ､ 36才～40才295名(15 174) ､ 41才～45才179名(9.2'6) ､ 46才

～50才82名(4･2,2i) ､ 50才以上80名(工1',I,)ど,なっており､ 26才から35才までの最も寓きざかりの

青壮年留がすぼぬけて多い｡

(19)
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3･現出所分社別表で示す通･)､素人船町の445名を筆頭に､東萩町､東田町､画人船町､甲

芋町､海道町の簡易密所(いわゆる占･)に需白しているもの,+,=多い〇　この6町,i:･了で援1こ1,000名

以上､登録者の50oi余',?が届出していてティピカー;･'=仁子街が形成さ,T.ているわけである⊃

4･この登録で最も必要なものの中には西成に来た理由､あるいはその動撲､富岳期間といった

もの､もう一つ忠結･'淫の有無と､結婚している場合その同居の存否ということてあったか､この2つ

の質問はあえて行わなかった｡

西成来任の理由を知る一端として､ここに済生会今宮診療所(所長･本田良寛氏)を中心として､

大阪市社会医学研究会が調査した資料を拝借参考に資する｡すなわち､同会の質問第29項(地区薬缶

の理由)に羽する843名の回答で.勤先がつぶれた､事業に失敗､人員整理､戦争で失業､定年の結

果､病気で失業-つまり加,意味でミ失業ミしたために来たもの,'Ji186名､全広の20.9,20をしめて

いる｡両質問でミその他II等､ミ不味を合せ,t数が458名(54･47i)と記されているので.失業の

項の比重Lraかなり大きいものと判断しなければならない｡

次.'a L家族とのいざこざ)からが103名(12･2%) ､ (勤先とのいざこざ)からが71名(8.4,00,) ､

(農業{はやっていけない)が34名(4.1,Oof)となっている｡

また結婚についでま､相当の年令勘ま大方経験したものであるが､そのほとんどが朗勝るいぼ単

独で来ている者が多く､同居者iaいたって少いようである｡終りに西成,こ来る前の前職三次の通りま

ことに多種多様である｡

a･土工199､蔦工70､大工48､左官31､土建10､室根識8､鉄筋･鉄骨工7､石工6､土木測量･

プ-),ク積工各3､コンク')-ト工･ボー!)/クエ･タイlノ張工･造園設計･焉見習･-/･鳥I･｣J･各

I-16種

b･運転手67､助手21､仲Ii16､総則2､保線工･船機関土台3､汽関士･荷作工･クレーン工･

I/′J-グ業･通信土台1-11彊

C･工員108､鉄工30､仕上工26､塗装工21､旛接工20､第物工18､横械工17､製菓工14､凍盤工

13､製材工･ブレス工客11､梓豪邸9､木工.ブリキ域･製パン工各8､鍛治室7､メ,手工6､製

露王宮ラス工各5､ノリマス工･板金工･印刷工各4､靴工-･クコ工･研磨工･竹工缶3､フラ

イス盤･組立工･自動車組立･製縄工･建具識･表具師･船大工･防水工･ミシン組立工各2､ -.-･･-

'し盤エ･シリンダー工･成形工･伸線工･ア),ミ工･出切エ･穴あけ工･圧延工･プラスチック工･

織物工･火造エ･タンポール工･ゴム工･ラス振工･ラジオ組立工･家具工･おけ職･宵職人･漣工

･電線工･製図工･図案工･加工職･工員手元･汽缶工･画工･時計バンド･紙蔵人･金型工･染色

工･議襲･ペンキ各1-67種

d･電工26､配管工ll､水道工4-3種

e･坑夫31-1霞

f･会社員96､公務員10､円鉄職員9､自衛隊6､事務員3､等衛･巡査各2､軍人･倉庫番･農

協職員各1-lo霞

g･遺業68､漁業11､林業2､畜産業1-4種

h･商業25､セールス10､魚屋4､行融･はきもの商各3､箱屋･中央市場各2､花茎･果物商･

道具商･古物商･造花業･糸屋･植木･八百屋･菓子卸各1-lo種

上　調理士36､店員21､手伝12､雑役11､理髪業9､クリーニング8､師｣業6､食堂店員5､自

動車修理4､水商売･修理･自動車整備･パチンコ客2､マッサージ･-I-テン･出前持･装飾･清

掃業･アドバルーン･手酬I･冷翻し修理･バクで･ミシン修理･Ⅹ線技師･やたい飲食業･出版

業･騎手･看板各1-29種　　　　　　累　計　157謹

且到,
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63万余円を貯金-年末友の会

年末と年温ま日雇仕事が完全にストップするので､これの対策として､ 10月末から暗金の勧奨や一

馬席数そ1-池をすす'ろのだが､親ここれの一助として､時年末と同様､美醜金けさ穿金華未友の

会｣を実施し労務者(こI･:pLt.かけたっ

これIま1日50円､ 1人2日まで､ 10月1日から12月25日まで､日掛け貯金することを概則とし､こ

れ､こ2割の割増しを添加したものである⊃ (37年末娘1日30円､ 3日まで､ lJ.一月間の貯金で参加者

122名､総額70,060円であった｡ )こんと(38年末)の参加申込みの労務者数は291名であった,が､実

際貯金し7==書.La228名､このうち途中解約者が66名出たので､最終まで参加したの冷162名になった｡

積立金総額は建15,793日の630,500円(1日平均287日､ ll,班FD､その実動it.rミ20'-,'として126,100

Flであ-た｡センターは12月30日貯金に奨励金を合算した外に､貯金回数20回､ 30回､ 40回以上の3

種別.こして､それぞれに精勤賞も送ーた｡

統計数字を若干ひろってみると､ 162名車貯金5,000円(満額)以上が94名(全数の58 002)で最多

数､次が1,000円未満の24名(14 8,2,,) ､ 1,000円～2,000日が20名､ 2,000日～3,000｢TJ,iili名､ 3,000

F.j以上､ 4,000円以上がそれぞれ土名､ 6名と少Tj:くなっているっ年令別でま31才～jO才,JJi130名と多

く､次､ま20オー30才の92名､ ilオー50才の40名の風こなっている,途中の解約.'言出釆る,-:け透けるよ

ラ.こし､もし必要なら}=ンノーがたてttえるから貯金:ま続けろよう指導したが､帰滑の更出て引出す

のぶ多く､止:つるわ置こ.'ai')か'なかったっ

友,?会貯金を通じて分ったことは､貯金の意欲ある71講書,ij･-予想浩二多いことてあったっ　こ,T,:まあ

ぶく-.にi'I処する:三勿論､自1-)が持っていることで､ら人質をおそれること-iきろことながら､紛失あ

るし∴ミ盗難,'_{防止する意味も多今宮=あるよう,'=⊃　たた,,j霧者,rこ朝早く,',i (千両7時まて) ､夕方遅く

(手蔓6時以後)に出し入れの出きる貯金の機関が,な.?,+.憲､その希望を充が埼ナこと',～:出来か子と

いうことて､こ,il.iこ適応する機関を考慮している｡

事　故　の　立　て　代　え

●'

ノ.･災保漠による休業補償,?交捕ま早くて最大2週間(普通20日～30日)を要する.I)て､そ.-'間の生

活費をどうするかが､労務者をおゾやかす･ (本誌｢戴菜･生湘談｣･の房誹就喜子シター･'&',･I'37

災害が生じ/t現場の事業主に話し合って､そこから一時立て生えしてもらえるよう交渉しているが､

これがまとまらない時に烹センターで立て代え貸与すること,',I-ある｡ 38華蔓よその薮6倍の21,808ill

てあったっ貸出しの最前ま8,000円､最少は1,000円で.あー､た,

ま,tノ経年災害てなく､個人的病気それにともなう生活獲助の立て仕えくま､ 23'牛､ 89,695日であっ

t⊃　これの最高.'a10,000円､最IB;ま500iTiてあー,t｡

冨動脈



事業所各位の寄附金で

常用化の貸付と援助
e

西成の日雇労覇者を常用定識させ､西成からく卒業→するようにはかることは､大きな課題である

が､これには個人的にも社会的にも色々な困難がある.そのうち労鈎者直接の個人的困難は､常用化

はされたが､日給が月給となることによって､その第-カ月の生活のつなぎ資金に困ること､一定の

住居(アハートや寮)に住みかえるにしても､また少しは身なりを整えるためにも､多少まとまった

資金が絶対必要であること等･･｡

この困難を打開する一方法として計画されたのか<常用化吐度貸付金貸与>とく常用化援助金支給

>のシステムであり､これの資金としでよ､日頃から､日雇労街着を多く雇用する各事業所各位に御

負担､援助を願うこととして､ 38年10月よりこれを開始した｡幸い大方各位の理解を得て､ 39年3月

現在､寄せられた浄刺=370･000円に達し､幕別ヒ促進費として下記の通り39件､ 299,300円を支出､

(これに年末年始のあぶれ労務者宿泊費34･200円を細こ支出した)貸金の返済は予定通り行われてい

るが､残額は次年度に繰越しで同様有効に用だてる予定である○末,･:始めたばかりなので完済は未

だ1件もない｡件数が予想よりはるかに少なかったが､その理由はPRかたらなかったこともその一

つと見られるが､根本的にはこの地域の労務者を一時に､多数常用定職化させることは､いたって難

かしい､色々な問題を内包しているとみなければrSらたい○ (剰寸金の使用項目には､この常用化促

進費のほかに､年末埴許無'lB･-労務者の審自費にも充当することを資金寄託者に了解を得ており､一

部を別項の通り用立て,た. )

常用の促進

39件､ 299･300円(内訳･常用化仕度貸付金39件229,00胴､同援助金14件､ 70,000円)

貸付金は10･000門限輿に､雇用主の了解(保証)を得た上､ 1カ月l･00肺､鰯ij子10カ月で返済す

ることを原則とし､援助金は5･000円を常用お肌,に贈呈する主旨のものである｡ 29倍の貸付と援助

金が一致しないのは､貸付や援助金がすべて同額に給付されず､個別ケースでそれぞれ相違している

からである｡ (なお寄付金をよせられた事業所各位へは､耕二詳細な報告書をお届けする予定である)

寄　附　者　芳　名

上記の通り､常用化を促進するにあたーて､次の各位より理解ある御寄付の御援助をいただきまし

た｡記して深謝申上げます0本事業ぼその性質上､更に継競い,tしたく､今後とも御高配をお軌､申

上げます｡ (寄付受付の月日順､敬称略､ (蛛)は株式会社の略)

(蛛)北海組､双葉運輸(蘇)､ (秩)奥村組､松下工建(蘇)､ (蘇)小坂井組､長堀運輸(蛛) ､

(樵)道連､成山木柄(蛛)､ (蛛)森本組､中谷運輸作業(柿)船内部､同天保山営業所､同桜島営業

所､ (蛛)日本自動調節器製作所､共進(柿)大阪支店､今西組､ (蘇)井上組､ (株)室山組､大阪合

同通運(蘇)､南ロータリークラス社団法人全国港湾荷役振興協会大阪支部≪大阪港湾作業(蘇)､

中谷遜輸作業(株) ､間口避輸(樵) ､ (有限)海陸述輸公社､節米運輸(株) ､藤原運輸(蛛) ､

昭和運輸(秩)､ (蛛)棍木組､九二運輸(蛛) ､上栄述輸(蛛) ､千代田海運(株) ､ (株)辰巳商

会､鴻池遜輸(蘇) ､ (株)武山国酒店､協栄遜輸(蛛) ≫､九三海運(柿) ､鴻池運輸(蛛) ､上

組合資会社大阪支店･ (蛛)阿知浅紅､ (秩)長浜組､ (樵)中山組､佐藤運輸(株) ､ (蛛)大阪

防水建設社､橋谷建設(蘇) ､中谷石油作業(蘇) ､丸谷運輸(有限)

以上　27社､ l拗会(15社加入)､ 1クラー/I. 2団体

寄付口数　74日

寄付金額　¥370,000

日関田

あぶれに無料の宿泊-年末年始の4日
年末年始のとき､あぶれた労務者に無料宿泊と給食を世話する対策について､センターは西成警察

署､大阪市(西成区役所)と∃涌部こ打ち合せていたが､ 38年12月31日には早朝から労務者の技石轟き

もあって､食と宿泊に四一たものが31日夜から西成署に頼みこんできた｡同署では一人一人の実情を

きいた上､その必要なものは下記のとおり､舗白をあっせんし､その間センターもその事務を手伝

い費用は大阪市とセンターが分担した｡なおセンターからの支出は事業者各位よりの寄付金(24頁

参照)によるものである｡

l･ 31日から3日まで､西成区今泡町､大阪自重館-114名

2･同上4日間､濯区四条通り､大阪府勤労者福祉惚会浪速案-127名

3･同上4日間､都島区束努田町､救世軍関西連隊急設宿泊所-77名

4　1日から3日まで.海区八幡屋宝町､大阪港湾作業援護協会みなと宿泊所-60名

訂　　4施設　378名

寄　贈　衣　料　の　支　給

大丸百貨店(大阪店)から､ 11月21日と12月13日の両日にわたり､男女もの中古の湖鼠､オーバー

等託1,048点の勧善を受けた｡これ放毎日新聞大阪社会事業団と同店が共同し､歳末福祉運動の一環

として､洋服の下とり値びき+_-,I,を行いその下とりされた湖臣をそのまま､西成地域の衣類にこ

まっている労拗音におくる主旨で寄贈されたものである｡本財団はその意を休し､センター登録の労

務者のうちで.帰郷するにも衣服に困_ているもの､泥韓や盗難でこれを英一たもの､退院して鋤き

に出たいが､着るものかなくて困惑しているもの､全般的生活に困っているもの､常用化されたの

で身なりをととのえなければならないもの､その他西成署相談コーナーから救援の依頼があったも

のなど､一つ一つをケース･ワークして､ 3月末でに的Iiを支給し､残余については必要が生じた都

度､配JJJすることにしている.

雇用主･連絡員と懇談会
常時センターを利用して､労繊者を雇用する

各種事業所と､雇用についての全般的打合せや

事務的連結をはかる目的で､ 38年8月17日､港

湾関係(12社出席)､ 8月27日､建設関係(8

社)､ 9月7日､運輸･製造関係(8社)の業

種別懇談会を3回にわた一一､て開絃したっ出席者

は雇用主あるいはその連絡員であ､た｡

議題は1 ･センソ-の就労斡旋現場が同輩務

所と麗れている現在､やむおえず移動事務所(

大型パス･電話)を設置するについて､その実

際求人に当る連絡員の希望や意見を求めた｡

2 ･労務者輸送用自動車の改造についてかさ

ねて要望｡ ,jj萌者の輸送にさいし､一部トラッ

クなどを使用するむきがあり､これは交通違反

てあるばかりでなく､そのため数件の事故が発

生しており､西成警察署-.I,ら数回にわたり彊い

要請もあって､多くの事業所は専用パスか改造

車を使用するようになったが､今だに営業用の

目翻電

トラックをそのまま労務者輸送に使一ていると

ころもあるので､万一の事故発生や警察の意向

も熟慮した上､人間を乗せられる安全性のある

車を使用するようかさねて要望した.

3.求人プラカードの改造作製について､最

近就労あー-せん場を利用する求人側､求職者と

もますます増加の傾向があり､求人､求職の円

滑化をはかるため､一定の要件(元諾事業所の

明雄な場所､社会保険の内最少限労災の適用)

を具備している事業所に対し､従来使用中のも

のとは異な-､た特瑳雛の(業種別に色JJ.rけし､

事業所名を明記した)プラカードを使用するこ

とをセンターから申し出全員の賛同を得た,

4.その他､西成から就労する労聖者の質的

改善､連絡員の相互連結､斡旋事務の円滑化の

ほか求人現場で惹起する雑多な問題の打開な

どについて懇話'､センターに菊する連絡員の要

望も詳細に話し合った.



飯場連絡員が懇談

これはセンターの姓労あー,せふ現場で求人し

ている飯場求人連絡員の有志の希望に二･人

センターの会場を提供同連絡員30名のほか西成

警察署から比轟防犯､和田警備面課長､センタ
ーからは郡職業籍介琉反らの職員奔出挿して､

38年10月14日センター会議室で開艦された｡

議題は1.連絡員棚の<餃掛こ対するセン

ターの基本方針>の質問に対し､郡部長Iま/セ

ンターとして飯場にどう対処するかという虹こ

ついては色々検討中であるが､力室開設以来､

飯場で動､た労務者の事故相談を通じて､飯場

とは再々交渉をもってきた,いわゆる飯場とい

われているものの中に,'i､寄稿金としてのもの

と､工TL,t現場としてのものなど種々にTJ言ナられ

るが､問題になるの患いわゆる人夫出し飯場と

称されるもので､こ,+,に関して.'三蔵業実定法お

よび同施行細則に労務書籍舘千葉として浮動組

合による以捕ま禁止さil.ている｡その他労蜜煉

拳法や刑法等にも禁止規定がもうけられてお･j

したが-｢てセンターは,jf的基準監督署や警察と

も常に連絡をとり擁…ら仕事を進めていろうこ

とを説明こ

2･センターで扱う事故相談の大半をしめて

いう賃'_-未払,?労災問題について､具体的なケ

ースを美出し､ ÷ンノーではまず直接J)雇い主

である窯場の責任者と話し合い解決をitかる

が､相手側がどうしても誠意をも-､て応じない

瑳合は､その領域を通じ労務者を使用している

元請(親)事業所に話をもっていくことにして

いるので､求人麿iナ出のさいは元請事業所を明

記するここをセンターが希望した.

3　その他求人方法や食事内容､飯代や預け

等につ子て話し合いがもたれ､連絡貝より〈ト

ンコ(無断逃亡)した労務者､特にモノを持_千

トンコした労務者をセンターはどうしてくれる

か〉などの話題も出たが､〈求人､就労について

!まあくまでも当事者間で話し合い､納得の上で

ニンフ一に求人の届け出をし､その条件を互い

に守っで乏しい｡〉ということで一般的同意を

得たっ　なお最近.rR鼓場の求人が困難なので､セ

ンターが連絡員,こ記章を発行してほしいとの要

望があったか､それl'=むしろ飯場の責任者が､

出来jl.tf'元藁事業所の証明を添えて出すべき

で､連絡員の身角についても飯場の賞住吉には

≡:)させることが､労務者を信用させる上で

も大事なことで一三ないかなど話し合-,た,

労勘考の　　昭和38年5月17日の夕方
12月31日の早朝の二凰こ演

技石騒ぎ　り､一部ごく少数の労務者

による投石霞ぎがあった｡場所はいずれも西成

区東四条町の国道26号線と平野･尼ケ崎線(25

号線となる予定)のクロスする東側のセンター

就労あっせん場であった｡騒ぎの主な原因はあ

ぶれによるものと判断され､ 5月は降り続く雨

のため就労が激減(羅臼の1,392名に対し当日

は649名)したこと､ 12月31日の大晦日には､

周知のようにほとんどの職場が休業するための

あぶれであった,特に31日の前々日12月29日の

就労は2,164名､ 30日は1,109名とかなり多かっ

たのと対照して､ 31日に予想される急角度の減

少に､われわれtriかなりI椀､ら心痛していたと

ころ､この朝の就労がわずかに139名であった｡

騒ぎそのものはごく単純である｡はじめは一

部少数のものが､路上を走る自転車やパスに技

石するのかぎー,かけて.苦いエネ,し-r･｣を持て

I随且

あましている労務者がこれに雷同して集即的な

轟きとなる言まじめ単純たったものが集団とな

-,て社会的詞題となる.

さいわい西成警察署の敏速､適切な処置で､

双方とも数時間で平静にもどり､検挙者は5月

が2,3名､ 12月は若干名にすぎなかったようで

あるっ騒ぐのはごく少数である.反対に､大多

数の労務者は1-こんなくだらないことをすれ

ば､われわれの職場はますますせまくなる｡ ｣

と渓嘆してたことを特記しなければならない｡

あぶれに対処するため､センターは常に貯金

をすすめ､特に年末年始は仕事が皆無なことは

介りきったことだから､センターはまる2カ月

前からこれを警告し､センター自らも奨励金付

き貯金(年末友の会)をすずめ､やむをえない

場合は､一時帰郷､あるいは飯場住込み等を文

書やスピーカーで再三勧奨したのであったか､

ま,･=充(.敬境に妻ら和,がの残念である,
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上･労働者に仕事の内容を明

示するプラカード

左･年末友の会(貯金)を勧

寡するポスター
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